
 

ある正の整数は１１で割ると、商と余りが同じなので 

 １１×１＋１＝１２ 

 １１×２＋２＝２４ 

と求めていくと、 

 １２、２４、３６、４８、６０、７２・・・ 

となる。同じように、ある正の整数は１５で割ると、商と余りが同じなので 

 １６、３２、４８、６４、８０・・・ 

となる。共通する最小の数は ４８ 

                  答え ４８  

これを文字を使って求めてみよう。 

ある正の整数は１１で割ると、商と余りが同じなので 

その整数は １１ｎ＋ｎ＝１２ｎ 

また、ある正の整数は１５で割ると、商と余りが同じなので 

その整数は １５ｍ＋ｍ＝１６ｍ 

その整数は１２の倍数であり、16 の倍数でもある。 

１２と１６の最小公倍数は ４８ 

◆問題  

 ある正の整数を１１で割ると、商と余りが同じです。また、その数を１５で割

っても商と余りが同じです。 

このような数のうち、最も小さいものはいくつですか。 

 


